
　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　〇詳細は別紙：玉川ダム・鎧畑ダムの治水事業効果のとおり。

〒014-1205　秋田県仙北市田沢湖玉川字下水無９２

平 成 ２ ９ 年 ８ 月 １ 日

　玉川ダムでは７月２２～２３日の前線の降雨の影響による出水において、管理開始
（平成３年４月）以降最大の流入量、約１，０３０ｍ３／ｓを記録しました。
　玉川ダムからの放流量は、最大で約２００ｍ３／ｓで約８３０ｍ３／ｓの洪水調節
を行いました。
　また、玉川や雄物川の水位が氾濫危険水位を越えていたため、ダムからの放流量を
通常の２００ｍ３／ｓから約５０ｍ３／ｓに絞り込む特別防災操作を実施しました。
　その結果、玉川ダムでは約３，１７０万立方㍍の水を貯め込んで下流地域の洪水被
害の軽減に努めました。

　　※東京ドームに入る水に換算すると、約２５個分を貯めた事になります。
　　※２５ｍプールに入る水に換算すると、約１０６,０００杯分を貯めた事になります。
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玉川ダムの７月２２～２３日における
洪水調節の効果について

～管理開始（平成３年４月）以降最大の流入量（約１，０３０ｍ３／ｓ）を記録～
～特別防災操作によりダムからの放流量を絞り込みました～
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■防災操作の概要

総雨量
最大時間雨量

平成29年7月22日～23日

最大流入量
最大流入時の放流量

　　　　　　流域平均 約２６２．３ｍｍ
　　　　　　流域平均 約　３０．０ｍｍ
　　　　　　毎秒 約１０３０立方㍍

貯留量
最大調節量

　　　　　　毎秒 約　１９８立方㍍
　　　　　　毎秒 約　８３０立方㍍
　　　　　　約 ３，１７０万立方㍍

年月日

■洪水発生月日
平成29年 7月 22日～23日

※最大流入量時の放流量＝１秒間に最大の水の量が入ってきているときのダムから流している水の量　

※貯留量＝ダムに貯め込んだ量

※調節量＝ダムに入ってきた1秒間の最大の水の量－その時のダムから流している水の量　

※最大流入量＝ダムに入ってきた1秒間の最大の水の量　



玉川ダム・鎧畑ダムの治水事業効果

HWL

玉川ダムが無い場合
の水位上昇量７０cm

玉川ダムが無い場合は、現況堤防高を越え、ＨＷＬ付近
まで水位が上昇し、背後地の家屋が浸水したものと推定

防災操作開始前の
貯水位 EL.385.9m

防災操作終了時の
貯水位 EL.391.9m

浸水想定
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【ダムによる貯留効果】
最大毎秒830㎥/s(81%)
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特別防災操作による
放流量の軽減量

最大流入量毎秒1,030m3
※管理開始以降最大

最大放流量
量毎秒200m3

【特別防災操作】
下流河川の被害・水位
状況を勘案し、通常
200m3/sの一定量放流を
50m3/sまで絞込み。

【ダムによる貯留効果】
最大毎秒830㎥(81%)

長野地区平面図

玉川ダム

玉川8.0k地点

玉川ダム諸元(国土交通省管理）

型 式 重力式コンクリートダム

ダム高 １００．０ｍ

堤頂長 ４４１．５ｍ

総貯水容量 ２５４百万ｍ3

有効貯水容量 ２２９百万ｍ3

鎧畑ダム諸元(秋田県管理)

型 式 重力式コンクリートダム

ダム高 ５８．５ｍ

堤頂長 ２３６．０ｍ

総貯水容量 ５１百万ｍ3

有効貯水容量 ４３百万ｍ3

累加レーダー雨量
(22日3時～23日22時)

玉川ダム

長野

鎧畑ダム

○支川玉川に位置する玉川ダム(国)･鎧畑ダム(県)で
は､平成29年7月22日から防災操作を行いました。玉
川ダムでは平成3年の管理開始以降最大の流入量
（約1,030㎥/s)を観測し、ダムに流れてくる水量の一
部(約3,170万㎥※東京ﾄﾞｰﾑ25個分)をダムに貯めること
で下流へ流す水量を最大で約81％低減しました。

○ダムによる洪水調節の結果､長野地区の洪水被害（浸
水面積:約200ha､浸水戸数:約160戸､国道105号通行止め､JR秋

田新幹線不通）を未然に防ぐとともに、雄物川の被害
軽減に寄与したと推定されます。

※記載の数値は速報値であり、今後変更の可能性があります。

別紙


